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　JR 羽鳥駅まで 2.5K ｍの好立地から、高度成長期
に我が国の産業の担い手たちが居を求め結成された
自治会で、設立から44年を経た現在、平均年齢53歳、
高齢者割合 47％と高齢化が進んでいます。自治会
運営は、なおシニア中心で行われていますが、安全
確保のための防犯活動、老化防止健康教室、相互扶
助をめざすお助け隊活動、夏祭りや様々な同好会活
動が活発に展開されています。
　問題は、さらに進む高齢化と会員数の減少です。
今回、次世代の参加や入居を促す目的でまちづくり
組織支援事業「江戸住宅文化活動促進事業（水辺探
検、文化祭、文化セミナー、新春コンサート）」を
実施しました。水辺探検では、遠州池と下流の農業
排水路で魚とりをしました。フナ、コイ、ヌマチチ
ブの在来種の他、外来種タイリクバラタナゴ、オオ
タナゴ、ブルーギル、オオクチバス等 21 種の魚介
類をつかまえ、コミュニティセンターで水槽展示を
して、皆さんに見ていただきました。

　新春コンサートでは、「故郷」をテーマにシュガー
シスターズ（ソプラノ・メゾソプラノ）」による日
本歌曲の演奏会を開催し、近隣区から参加された
皆さまも含めての大交流会となりました。とはい
え、若い世代の参加は、なお限定的でした。アンケー
ト調査では、不参加の理由は、「仕事の都合」が主
因で、背景に厳しい労働条件があることも伺えま
した。若い世代を、どのように支えて行くかが当
町内会活性化のための最大の課題といえそうです。
さらなる一歩が必要と感じています。

　私たちは、有志１６名による朗読ボランティアの
組織です。活動内容として、毎月発行されている「広
報おみたま」をテープに録音し、市役所の秘書広聴
課を通して目の不自由な方にお届けする、『声の広
報事業』を行っています。また、幼稚園や小学校、
老人ホーム等の施設を訪問し、朗読や紙芝居の披露
や、各地区の行事にも参加して、お話し会を開催し
たりもしています。
　お話し会では、子どもたちの目はとても輝いてい
ます。キラキラした目で、時には身を乗り出して私
たちのお話を聞いてくれます。また、老人ホームで
お年寄りの方にふれあうと、皆さん満面の笑みで「あ
りがとう」と言ってくれました。そんな時、私たち
はとても幸せを感じ、逆に元気をもらっています。
　私たちの会は、依頼があればどこへでもおじゃま
いたします。皆さま、よろしかったらどうぞお声を
かけてください。また、併せて私たちの仲間を募集
しております。気軽にお声かけください。

【名　　称】話し方教室
【会　　長】中根　良子
【連　絡　先】☎：0299-52-1718　
　　　　　Fax：同上
【設　　立】昭和 58 年 4月
【構成員数】16 人

【名　　称】江戸住宅町内会
【町内会長】濱田　篤信
【連　絡　先】☎：0299-46-0988　Fax：同左　
　　　　　Mail： kaseco@y5.dion.ne.jp
【設　　立】昭和 46 年 4月
【構成員数】638 人、257 世帯
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